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１１．p114 １．棒線・点線 【処理２】［参考］ 

点線や棒線の後ろに促音が単独で続く場合について、第４版に準拠するとどのようになりますか。 

①「・・・っ」→「・・・■っ」 

②「―っ！？」→「――■っ！？」 

③「っ」→「っ」 

④「・・・っ―」→「・・・■っ■――」 棒線は入れる 

⑤「・・・っー」→「・・・■っ」 長音は入れない 

⑥「・・・って」→「・・・■って」 

「っ・・・」「っ――」と 促音を省略した「・・・」「――」とでは、ニュアンスが違うと思います。確かに発音を

書くことは難しいですが、促音を省略して点線・棒線のみにしてしまうと、「言葉に詰まっている様子」

「微かな舌打ち」「一瞬の間があって沈黙」などのニュアンスが伝わらなくなってしまうと思います。 

点訳者の判断で「っ■・・・」「っ■――」と点訳できないでしょうか。 

 

【Ａ】 

ここは、「てびき」編集委員会でずいぶん検討したところです。そして、促音符だけを書くことは、表

記上書くことができないだけでなく、触読で促音として読み取れないという委員の意見が強く、現在

の参考（p114）の表現になりました。ですから、補う場合は点訳挿入符で補ってください。 

４版に準拠すれば、①～⑤は促音符を用いないで書きます。⑥は、上の書き方の通りです。 
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【質問】 

次の文の中の「そうだ」について質問です。 

 女性たちがよくどんな目にあっているかを考えればなおさらそうだ。台所とリビングをあわただしく

行き来して・・・ 

 

 「そうだ」を助動詞と考えて前の語と続けて「ナオサラソーダ。」と、「そうだ」を副詞「そう」と考え

て、「ナオサラ■ソーダ。」２つの意見が出ています。 

 「そう」を副詞と考え「ナオサラ■ソーダ。」でいいのではないかと考えますがいかがでしょうか？ 

 

【回答】 てびき 60 ページ  「こ・そ・あ・ど」など 

なおさら無そー濁た 

ナオサラ■ソーダ 

となります。 

「なおさら」は副詞ですので、独立して働きます。「なおさらだ」のような助動詞は付きますが、うしろ

に、伝聞や推定の助動詞は付かないと思います。 

辞書によると、助動詞の「そうだ」は、動詞、形容詞、形容動詞やほとんどの助動詞に付きますが、副

詞に付くという働きはありません。 
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【質問】 

時代物の小説を点訳しております。その本の中にルビがあります。 このルビの処理のやり方で意見

が分かれています。 

 

①漢字の読みがわかるものは 

てびき 192 ページ（３）ルビが言葉の説明などを示していると考え、 

・帳幕
カーテン

 → チョーバク（カーテン） 

・首座
ト ッ プ

 →  シュザ（トップ）  

・酌取女
ホ ス テ ス

 → シャクトリ■オンナ（ホステス） 

チョーバク・シュザ・シャクトリ■オンナと元の漢字の読みを書きルビをカッコで囲んで「カーテン・トッ

プ・ホステス」と書き、２回目以降は漢字の読みの方「チョーバク・シュザ・シャクトリ■オンナ」を書く。 

もう一つの考えは、２回目以降は外来語である「カーテン・トップ・ホステス」のみルビを書く。 

 

②漢字が当て字になっている？ 

以下の文章です。 

ようやく、床上之歓
セ ッ ク ス

にに目覚めたあれに、教えてやってくれぬか。旅の護身の剣を教えるのならば、わし

にもできる。だが、巫山霊雨
セ ッ ク ス

に（のてどどきとなると、わしのように無骨な男の手には負えぬ。どうかな、

萬の兄い。養亀
セックス

の愉悦を深めてやってくれ。 

 

巫山霊雨の読み方を調べると四字熟語で 「ブザン■ウンウ」と読みがあるのですが、「床上之歓」、

「養亀」は当て字だろうと思いますが？ 

 

 フォーラムの Q&A を見ていると当て字が頻繁に出てくるようであれば、点訳書凡例を用いてもいて

はどうですかという回答を見つけました。  

 この本の場合は、①②にあるものは、点訳書凡例を用いて書き記した方がいいのでしょうか。 

 

漢字が当て字になっている（床上之歓・養亀）のを、点訳書凡例に上げて、漢字の読みがわかるもの

（帳幕・首座・巫山霊雨・酌取女）は凡例には上げず、192 ページ（３）ルビが言葉の説明として、文中に書

いてもいいでしょうか？ 

 

 当て字が頻繁にでてこないようであれば、点訳挿入符をつかって書いたらどうかなと考えてみまし

た。 

セックス点挿カンジ４ジデ■トコ■ウエノ■カンキノ■カン点挿ニ■ 

セックス点挿カンジ２ジデ■ヨーイクノ■ヨーニ■カメ点挿ノ 

 

 点訳挿入符を頻繁につかうと読みづらいとは思うのですが・・・、それと、時代物なので「セックス」と

いう外来語は使うのは違和感があるのですが、ここの部分では外来語を使用するのは仕方がないの

かなとあれこれ考えます・・・。 

 

 



 

【回答】 

原本は全体が時代物の会話や言葉使いで書かれていて、ルビは現代ではその表現では理解しにく

い箇所に書かれているようですので、すべて本文の漢字仮名交じりの表現を主にし、ルビは後ろに第１

カッコで囲んで書き、次回からは、漢字仮名交じりの方の表現で書く方が、原本全体の雰囲気に合って

いると思います。 

「床上の歓」は「しょうじょうのかん」（同様の用い方で「桑中の歓そうちゅうのかん」という言葉があ

るようなので） 

に「養亀」は「ようき」と読んでよいと思います。亀を養うことを「ようき」という言葉があるようです。 

ルビがありますので、これらの当て字に点訳挿入符での説明はいらないと思います。 

  

  （１回目）               （２回目以降） 

・帳幕
カーテン

 

チョーバク（カーテン）            チョーバク 

拗とー濁はく七かーてん七         拗とー濁はく 

・首座
ト ッ プ

 

シュザ（トップ）               シュザ 

拗す濁さ七とっぱふ七          拗す濁さ 

・酌取女
ホ ス テ ス

 

 シャクトリ■オンナ（ホステス）       シャクトリ■オンナ 

 拗さくとり無おんな七ほすてす七    拗さくとり無おんな 
 

・巫山霊雨
セ ッ ク ス

 
ブザン■ウンウ（セックス）          ブザン■ウンウ 

濁ふ濁さん無うんう七せっくす七     濁ふ濁さん無うんう 

・床上之歓
セ ッ ク ス

 

ショージョーノ■カン（セックス）        ショージョーノ■カン 

拗そーじそーの無かん七せっくす七    拗そーじそーの無かん 

・養亀
セックス

 

ヨーキ（セックス）              ヨーキ 

よーき七せっくす七           よーき 
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